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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転スライド式の部分的に分割される囲いであって、
　幾つかの球状セグメント（Ａ）を含み、
　各セグメント（Ａ）は、透明なプレート（２）を内側に有するフレーム（１）によって
構成され、
　セグメント（Ａ）の下部は、地面に設置された円形又は楕円形のガイドトラック（３）
上に位置決めされ、同時に、セグメント（Ａ）は、頂部の形状に対応する透明なトップ囲
い（Ｂ）の縁に分離可能に固定され、更に、
　上部（Ｂ）の縁とガイドトラック（３）との間には、少なくとも一つの球状可動部を含
むスライドドア（Ｃ）が位置決めされ、
　前記ガイドトラック（３）は、プロファイルからなり、
　前記プロファイルの平坦なベース（３１）は、一側に垂直壁（３２）を備え、垂直壁（
３３）を有する他側は、水平な遮断セグメント（３４）を備え、更に、
　ベース（３１）上には、中空シリンダの形状を有する中央に位置決めされた走行トラッ
ク（３５）を有する、
　ことを特徴とする囲い。
【請求項２】
　前記フレーム（１）の下部は、下部走行プロファイル（４）から構成され、前記フレー
ム（１）の上部は、トップ囲い（Ｂ）の下縁プロファイル（５）によって構成され、更に
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、前記フレーム（１）のサイドは、ベースプロファイル（６）からなり、
　前記プレート（２）は、中心に位置決めされた中間ベースプロファイル（７）に接続さ
れ、更に、下部走行プロファイル（４）の内側には、少なくとも二つのガイドローラが位
置決めされることを特徴とする請求項１に記載の囲い。
【請求項３】
　前記下部走行プロファイル（４）は、一部が上方に開口したチャネルの形状を有する、
プレート（２）用の仕切り部（４１）を含み、その下方には、矩形チャネル（４２）があ
り、下方に、矩形チャネル（４２）の軸に対して傾斜した開口チャネル（４３）を有し、
開口チャネル（４３）の上壁は、同時に、二つの縦凸部を含む、開口チャネル（４４）の
下壁であることを特徴とする請求項２に記載の囲い。
【請求項４】
　前記下部走行プロファイル（４）の開口チャネル（４４）の側壁に対して、丸い縁（９
２）を有する帯（９１）の形状を有するドア走行プロファイル（９）が固定されることを
特徴とする請求項３に記載の囲い。
【請求項５】
旧１０
　前記下縁プロファイル（５）は、一部が下方に開口したチャネルの形状を有するプレー
ト（２）用仕切り部（５１）と、その上方に、矩形チャネル（５２）が位置決めされ、チ
ャネル（５２）の軸に対して傾斜した、部分的に開口した台形のチャネル（５３）を有し
、更に、このチャネルの上方には、閉鎖した台形のチャネル（５５）を含む接続棚（５４
）が位置決めされることを特徴とする請求項２に記載の囲い。
【請求項６】
　前記ベースプロファイル（６）は、一部が下方に開口したチャネルの形状を有するプレ
ート（２）用仕切り部（６１）を有し、仕切り部（６１）の横には、矩形チャネル（６２
）が位置決めされ、更に、矩形チャネル（６２）の壁に設けた突起（６３）上には、減少
していく断面を有し且つ封止部（６５）を含む棚（６４）が位置決めされることを特徴と
する請求項２に記載の囲い。
【請求項７】
　前記中間ベースプロファイル（７）は、一部が下方に開口したチャネルの形状を有する
二つの対称的に位置決めされる仕切り部（７１）及び（７２）を含み、更に、二つの閉鎖
したチャネル（７３）と（７４）の中間部には、丸い縁を有するチャネル（７５）が位置
決めされることを特徴とする請求項２に記載の囲い。
【請求項８】
　トップ囲い（Ｂ）の縁は、一部が下方に開口したチャネル（１０２）を有する、側壁に
接続された、上部の透明プレート（１４）に対して傾斜し一部が開口した矩形チャネル（
１０１）を含む縁（１０）の上部プロファイルを構成し、更に、下壁によって、前記矩形
チャネル（１０１）は、一部が開口した、数字１と同様な形状のチャネル（１０３）と接
続され、チャネル（１０３）は、下壁によって、開口した台形の接続チャネル（１０４）
と接続されることを特徴とする請求項１に記載の囲い。
【請求項９】
　前記上部の透明プレート（１４）は、４つの部分に分割され、前記中間プロファイル（
７）と接続されることを特徴とする請求項８に記載の囲い。
【請求項１０】
　ドア可動部（Ｃ）の下部ベースは、前記下部走行プロファイル（４）を構成し、その下
部走行プロファイル（４）に対して、少なくとも一つの対称的ガイドローラ（１１）が固
定され、同時に他方では、前記ガイドローラ（１１）は、アーム（１２）によって、ガイ
ドトラック（３）上に位置決めされるが、上部ドア縁は、仕切り部（１３１）を含み且つ
一部が上方に開口したチャネルの形状を有し、且つ仕切り部（１３１）の下方には矩形チ
ャネル（１３２）が位置決めされた上部走行プロファイル（１３）で終わり、更に、チャ
ネル（１３）の内側には、少なくとも二つの傾斜したガイドローラが位置決めされるが、
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ドア側縁が前記ベースプロファイル（６）によって構成され、前記ドア可動部（Ｃ）にお
けるプレート（２）は、中央に位置決めされた前記中間ベースプロファイル（７）を接続
されることを特徴とする請求項１に記載の囲い。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有益にはスライド式ドアを含む、有益には回転スライド式の半球状キャップ
の形状を有する、囲い（囲繞体）、特にスパ用の囲いを対象としている。本発明は、特に
、異なる大気条件で使用される、水中マッサージを伴う小さなプールを意図している。
【背景技術】
【０００２】
　囲いのフレームを構成するプロファイル、有益にはアルミニウムプロファイルから生成
される囲いが知られ、そのプロファイルの内側には、プラスチックから、有益にはポリカ
ーボネートから製造される、透明又は半透明板がある。
【０００３】
　米国特許明細書番号４２４６６６３から、回転スライド式の半球状キャップを含む、ス
イミングプールの囲いが知られるが、前記キャップは二つの部品に分割され、より小さい
直径を有する小さい方のキャップは、回転してスライドし、大きい方のキャップの内側に
入る。囲いの上部には、上下に位置決めされる二つの同軸回転ブッシュがあり、各キャッ
プのラックチューブの上端が固定される。下部には、囲いを地面に固定するローラ及びホ
ルダのシステムがある。
【０００４】
　カナダ特許明細書番号ＣＡ２１５４３７４から、スパ又は同様のスイミングプール用の
囲いが知られ、エクステンションアーム上に位置決めされる囲いは、フレームを含み、そ
の端部は、浴槽の縁上に固着されたトラック上を移動するローラを有する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　回転スライド式の部分的に分割された半球状キャップの形状を有する、本発明による特
にスパのための囲いは、幾つかの球状要素を含むことを特徴とし、各球状要素は、有益に
は透明板を内側に有するフレームによって構成されるが、球状セグメントの下部は、地面
に載置された円形又は楕円形のガイドトラック上に位置決めされる。セグメントの上部は
、有益には頂部の形状に対応する透明なトップ囲いの縁に結合されるが、囲いの縁と下部
のガイドトラックとの間には、少なくとも一つの球状セグメントから構成されるスライド
ドアがある。ガイドトラックは、プロファイルからなり、プロファイルの平坦なベースは
、一方の側が垂直壁で終わり、他方の側では、垂直壁が水平な遮断セグメントに衝突し、
同時に、ベースの中心には、中空シリンダの形状を有する走行レールが位置決めされる。
セグメントフレームの下部は下部走行プロファイルによって構成されるが、上部は下側の
下縁プロファイルによって構成され、更に、フレームの側壁はベースプロファイルからな
る。セグメントにおけるプレートは、中心に位置決めされる中間ベースプロファイルに接
続され、更に、下部走行プロファイルの内側は、少なくとも二つのガイドローラである。
下部走行プロファイルは、一部が上方に開口したチャネルの形状を有するプレート用の仕
切り部であり、その下方には矩形チャネルが位置決めされ、その下方では、開口チャネル
が、チャネル軸に対して傾斜し、その上壁は、同時に、二つの縦凸部を含む開口チャネル
の下壁である。下部走行プロファイルの側壁に固定され、フェンスの形状を有し、ボウル
形状の縁で終わるドア走行プロファイルがある。下縁プロファイルは、一部が下方に開口
したチャネルの形状を有するプレート用の仕切り部を有し、その上方には、矩形チャネル
が位置し、更に上方には、チャネル軸に対して傾斜し一部が開口した多角形チャネルがあ
るが、このチャネルの上方には、台形の閉鎖されたチャネルを含む接続棚がある。ベース
プロファイルは、チャネルの形状を有し且つ底部が一部開口するプレート用の仕切り部を
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有し、その横に矩形チャネルが位置決めされ、更に、チャネル壁の突起上には、減少して
いく断面を有し且つ封止用の仕切り部を備える棚が位置決めされる。中間ベースプロファ
イルは、一部が下方に開口したチャネルの形状を有する二つの対称的に位置決めされる仕
切り部を含むが、中心部では、二つの閉鎖チャネル間に、丸い縁のチャネルが位置決めさ
れる。
【０００６】
　トップ囲いの縁は、側壁によって一部が下方に開口したチャネルに接続される、上方の
透明プレート用の、傾斜して部分的に開口した矩形チャネルを含む上部プロファイルによ
って構成されるが、矩形チャネルは、数字１に似ている、下壁によって開口した台形のチ
ャネルと接続される、一部が開口したチャネルに下壁を介して接続される。上方の透明プ
レートは、有益には、４つの部品に分割され、中間プロファイルによって接続される。
【０００７】
　ドア可動部の下部ベースは、下部走行プロファイルによって構成され、それに対して、
少なくとも一つの対称ガイドローラが固定され、同時に、他方の側から、ガイドローラが
、有益にはアームによって、ガイドトラック上に位置決めされる。上方のドア縁は、上方
の走行プロファイルで終わり、有益には、一部が上方に開口したチャネルの形状を有する
仕切り部を含み、その下方には、矩形チャネルがあり、同時に、前記プロファイルの内側
には、少なくとも二つの傾斜したガイドローラが位置決めされるが、ドア側の縁は、ベー
スプロファイルによって構成され、ドア可動部のプレートは、有益には、中央に位置決め
される中間ベースプロファイルに接続される。
【０００８】
　本発明による囲いは、例えば、天候状態に対するスイミングプールの保護を可能にし、
回転スライド式構造により、回転軸の周りに、囲いのあらゆる設定を可能にする。一方、
第２の本発明の代替案は、アーチ型部及びサイドドア、及び囲いの上部に位置決めされる
スライド式フロントドアの構造は、スイミングプールの上方の保護された空間の適度な通
気を可能にする。囲いの設計は、特定のセグメント及びドア可動部の迅速且つ簡単な組立
を可能にする。アルミニウムプロファイル及びポリカーボネートプレートの適用は、比較
的軽量の囲いにおいて、構造の高い安定性及び耐久性を保証する。
【０００９】
　本発明の例は、図面に提示される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　囲いは、幾つかの球状セグメントＡを含み、各セグメントは、フレーム１から構成され
、内側には、有益には透明プレート２が位置決めされ、同時に、セグメントＡの下部は、
地面に設置された円形のガイドトラック３上に位置決めされる。頂部では、セグメントＡ
が、有益にはボウルの形状を有するトップ囲いＢの縁に対して分離可能に固定されるが、
トップ囲いＢの縁とガイドトラック３との間には、少なくとも一つの可動部を備える球状
のスライドドアＣがある。ガイドトラック３は、プロファイルから構成され、その平坦な
ベース３１は、一方の端部が垂直壁３２で終わり、他方の端部は、垂直壁３３が、水平の
遮断セグメント３４で終わり、同時に、ベース３１上には、中空シリンダの形状を有する
走行トラック３５が位置決めされる。セグメントＡのフレーム１の下部は、下部走行プロ
ファイル４を構成するが、上部は、下縁プロファイル５によって構成され、更に、フレー
ムの側壁は、ベースプロファイル６からなり、セグメントＡにおけるプレート２は、中心
に位置決めされる中間ベースプロファイル７に接続され、下部走行プロファイル４の内側
には、少なくとも二つのガイドローラ８が位置決めされる。下部走行プロファイル４は、
一部が上方に開口チャネルの形状を有するプレート２用仕切り部４１と、その下方に、チ
ャネル４２の軸に対して傾斜した矩形の開口チャネル４３とを含み、開口チャネル４３の
上壁は、同時に、二つの長手方向凸部４５を含む開口チャネル４４の下壁である。
【００１１】
　ドア走行プロファイル９は、下部走行プロファイル４のチャネル側壁４４に固定され、
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帯９１の形状を有し、丸い縁９２で終わる。下縁プロファイル５は、一部を下方に開口し
たチャネルの形状を有するプレート２用仕切り部５１と、その上方に、チャネル５２の軸
に対して傾斜した多角形の一部の開口チャネル５３とを含み、更にこのチャネルの上方に
は、台形の閉鎖チャネル５５を含む接続棚５４がある。
【００１２】
　ベースプロファイル６は、部分的に下方に開口したチャネルの形状を有するプレート２
用仕切り部６１を含み、仕切り部６１の横には、矩形チャネル６２があり、更に壁チャネ
ル６２の突起６３上には、減少していく断面を有し且つ封止用仕切り部６５を含む棚６４
がある。中間ベースプロファイル７は、一部が下方に開口したチャネルの形状を有する二
つの対称的な仕切り部７１及び７２を含み、更に二つの閉鎖したチャネル７３と７４の中
間部には、丸い端部を有するチャネル７５がある。
【００１３】
　上部Ｂの縁は、上方の透明プレート１４のための、傾斜し且つ一部が開口した矩形チャ
ネル１０１を有し、且つ一部が下方に開口したチャネル１０２を有する下壁によって接続
された上縁プロファイル１０によって構成されるが、矩形チャネル１０１は、数字１に似
た、下壁によって、開口した台形チャネル１０４と接続する部分的に開口したチャネル１
０３と接続される。
【００１４】
　上部透明プレート１４は、有益には４つの部分に分割され、中間ベースプロファイル７
によって接続される。ドア可動部Ｃの下部ベースは、下部走行プロファイル４によって構
成され、少なくとも一つの対称ガイドローラ１１が固定され、同時に、ガイドローラ１１
は、もう一方の側で、走行トラック３上、有益にはアーム１２によって位置決めされるが
、上部ドア縁は、有益には、一部が上方に開口したチャネル形状を有する仕切り部１３１
を含む上部走行プロファイル１３で終わり、その下方には、矩形チャネル１３２があり、
更に、プロファイル１３の内側には、少なくとも二つの傾斜したガイドローラが位置決め
され、サイドドアの縁は、ベースプロファイル６によって構成されるが、ドア可動部Ｃに
おけるプレート２は、有益には、中心に位置決めされた中間ベースプロファイル７によっ
て接続される。
【００１５】
　本発明の代替案では、囲いは、幾つかの球状セグメントＡ及びＡ’を含み、それぞれが
フレーム１によって構成され、有益には透明なプレート２及び２’を内側に有し、更に、
セグメントＡ及びＡ’の下部は、地面に設置された楕円形のガイドトラック３上に位置決
めされる。セグメントＡ及びＡ’は、頂部で、プレート２”を含む有益には透明の楕円形
ボウルの形状を有する上部Ｂの縁に接続され、更に、トップ囲いＢの縁とガイドトラック
３との間に、少なくとも一つの球状可動部、少なくとも一つの弧状セグメントを有するス
ライドドアＣ及び／又はＣ’がある。囲いは、スライドドアＤを備える。トップ囲いＢは
、二つの半球状端部１２と、その間にスライド部Ｆを有するフレームＥとから構成され、
プレート２”を備え、ガイドローラ１５によってトラック１４上に位置決めされる。
【００１６】
　上部Ｂの縁のガイドトラック３’は、プロファイルからなり、その平坦なベース３１は
片側が縁３２’で終わり、他方で、垂直壁３３は、水平な遮断セグメント３４によって終
わり、更に、ベース３１上では、走行トラック３５が位置決めされ、プロファイル１３の
内側にある、ガイドローラ１１’のための中空シリンダの形状を有する。ガイドトラック
３’は、下部プロファイル５に接続された上部プロファイル１０の側壁に固定され、更に
、上部Ｂの縁の中間部では、トラック１４が、上部プロファイル１０の壁の角度表面に対
して固定される。
【００１７】
　セグメントＡ及びＡ’のフレーム１の下部は、下部走行プロファイル４によって構成さ
れるが、上部は、下縁プロファイル５から構成され、更に、フレーム側壁は、ベースプロ
ファイル６からなり、セグメントＡ及びＡ’におけるプレート２及び２’は、中心に位置
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決めされる中間ベースプロファイル７と接続され、同時に、少なくとも二つのガイドロー
ラ８が、下部走行プロファイル４の内側に位置決めされる。下部走行プロファイル４の側
壁に対して、ドア走行プロファイル９は、固定され、丸い縁を有する帯の形状を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】上方からの囲いの斜視図である。
【図２】一部が開口した囲いの斜視図である。
【図３】ドアを閉鎖した、上方からの囲いの斜視図である。
【図４】ドアを開口した、上方からの囲いの斜視図である。
【図５】囲いの断面図である。
【図６】上方からの囲いの図である。
【図７】第２の本発明の代替案のための、上方からの囲いの斜視図である。
【図８】第２の本発明の代替案のための囲いの断面図である。
【図９】第２の本発明の代替案のための、上方からの囲いの図である。
【図１０】図５及び図８の断面Ｙ（トップ囲いＢとのセグメントＡの接続部）を示す。
【図１１】図５の断面Ｘ（セグメントＡとドア可動部Ｃの下部接続部）を示す。
【図１２】ドア可動部Ｃの下縁の正面図である。
【図１３】走行トラックプロファイルの斜視図である。
【図１４】下部走行トラックプロファイルの斜視図である。
【図１５】ガイドトラックプロファイルの斜視図である。
【図１６】ベースプロファイルの斜視図である。
【図１７】上部走行プロファイルの斜視図である。
【図１８】中間プロファイルの斜視図である。
【図１９】ドア走行プロファイルの斜視図である。
【図２０】上縁プロファイルの斜視図である。
【図２１】下縁プロファイルの斜視図である。
【図２２】図８の断面Ｚ（上部ＢとのセグメントＡの接続部）を示す。
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】

【図１８】
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【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】
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